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他はオマーン国の飲料水基準値である 0.001mg/L 以下の低濃度である。 

Cd は 0.001～0.112mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水が 0.1 mg/L の高い濃度であ

り、下流部の DH-5 孔までおよびアージャ・ベイダ鉱山付近がやや高濃度である。その他の区域は

オマーン国の飲料水基準値である 0.01mg/L 以下の低濃度である。 

Cr は 0.006～1.120mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場とその下流部の DH-5 孔までおよびア

ージャ・ベイダ鉱山付近がやや高濃度である。 

As は 0.004～0.013mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水がやや高い濃度を示すが、

その他はオマーン国の飲料水基準値である 0.05mg/L 以下の低濃度である。 

Pb は 0.01～1.17mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場とその下流部の DH-5 孔までおよびアー

ジャ・ベイダ鉱山付近がやや高濃度である。その他の区域はオマーン国の飲料水基準値である

0.1mg/L 以下の低濃度である。 

Cu は<0.01～1.48mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水が高い濃度を示し、その他の

区域は 0.1mg/L 以下の低濃度である。 

Mn は<0.01～5.03mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水および DH-6 および DH-7 孔が

やや高い濃度を示し、その他の区域は 0.1mg/L 以下の低濃度である。 

Fe は 0.05～78.24mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水、DH-6 および DH-12 孔が高い

濃度を示し、その他の区域は低濃度である。 

Ni は 0.005～0.058mg/L の濃度範囲である。 

Zn は 0.03～1.42mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水が高い濃度を示し、その他の

区域は 0.1mg/L 以下の低濃度である。 

SO4は 42～1,483mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水、その下流周辺部、DH-7 およ

び DH-12 孔が高い濃度を示す。その他の区域は 500mg/L 以下の低濃度である。 

Cl は 45～34,578mg/L の濃度範囲であり、廃さい堆積場の浸透水、その下流周辺部、DH-5、DH-12

孔および廃さい堆積場の北西部が高い濃度を示す。その他の区域は 400mg/L 以下の低濃度である。

廃さい堆積場の北西部はワジ・バニ・ウマール・アル・ガルビ川の上流部にあたり、廃さい堆積

場からの漏洩である。 

 

5.4.2 浅層地下水と深層地下水の水質の関係 

  

DH-1 孔以外の各ボーリング孔において浅層地下水および深層地下水を下記の深度で採水した。ま

た、50m 以深の深層ボーリング孔ではさらに浅層および深層の地下水を採水した（表 5.6）。 

 浅層地下水と深層地下水の濃度がほぼ一致する重金属類は Hg、Cd、Cr、As、Ni、Mn、Zn および

SO4である。Pb、Cu、Fe および Cl は深層地下水の方が全般に濃度が高くなっている。特に、DH-5

および DH-12 孔は顕著に認められる。 

 

 

 


	5.4 水質分析結果



